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「
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
カ

ト
ー
」の
、
加
藤
一
義
さ
ん（
54

歳
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
創 

業

　

加
藤
さ
ん
の
祖
父
が
昭
和
５

年
に
開
店
、
今
年
で
84
年
目
。

一
義
さ
ん
で
３
代
目
と
な
る
。

■
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

　

自
転
車
の
販
売
・
修
理
、
関

連
部
品
な
ど
の
販
売
。

■
こ
だ
わ
り

　

自
転
車
は
趣
味
用
の
も
の
と

実
用
的
な
も
の
と
が
あ
る
の

で
、
双
方
を
共
存
さ
せ
な
が

ら
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
こ
と
。

■
お
す
す
め

　

街
を
散
策
す
る
よ

う
に
自
転
車
を
走
ら

せ
る
と
、
車
で
は
気
付

か
な
か
っ
た
景
色
を

発
見
し
た
り
、
道
端
の

草
花
に
感
動
し
た
り

で
き
る
と
い
う
。「
ぜ

ひ
気
ま
ま
に
自
転
車

散
策
を
楽
し
み
、
様
々

な
感
動
に
出
会
っ
て

ほ
し
い
」と
話
す
。

□
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド

レ
ー
ス

　

こ
れ
ま
で
、
趣
味
で

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る

市
内
各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」を
紹
介
し
ま
す
。

第
32
回
は
、本
荘
地
域
の「
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
カ
ト
ー
」で
す
。

「スポーツブームで自転車ファンも増えています」と話す加藤さん

色々な種類の自転車が展示されています。

《第32回》
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平成26年 2014成26年 2014成2
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サイクルロードレースの様子（21日）

■
今 

後

　

生
涯
自
転
車
に
携
わ
り
、
仕

事
と
趣
味
を
両
立
し
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
き
た
い
。

　

自
転
車
は
決
し
て
無
く
な
る

こ
と
の
な
い
「
身
近
で
便
利
・
エ

コ
な
乗
り
物
」で
あ
り
、
利
用
者

に
安
心
・
安
全
に
乗
っ
て
も
ら

う
た
め
に
も
「
近
所
の
自
転
車

店
」は
不
可
欠
、
と
話
す
加
藤
さ

ん
。雪
国
の
本
市
で
は
、
冬
季
の

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
は
経
営
的
に
も

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
多
く
の
ユ

ー
ザ
ー
の
た
め
に
も
、ま
た
自
転

車
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
で
き
る
だ
け
続
け
て
い

き
た
い
、と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
「
街
の
自
転

車
屋
さ
ん
」は
、
揺
ぎ
無
い
視
線

で
自
転
車
の
意
義
や
あ
り
方
を

見
つ
め
、
今
日
も
市
民
の〝 

生
活

の
脚 
〞を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。
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岡本　桂子さん（本荘地域）
石塚　玲子さん（西目地域）
鷹巣　絵美さん（岩城地域）
伊東　聖子さん（矢島地域）
佐林えり子さん（本荘地域）

美徳から、「お食事券（1,000円分）」を
プレゼント！

市政フラッシュ

平成25年度 決算の概要

2

4

菊長商店
市役所
第二庁舎

本荘消費

ローソン

●●

●

●

サイクルショップ
カトー

営業時間／8：30～19：00
定休日／不定休

威風堂々  十万石の格式威風堂々  十万石の格式
9月14日、本荘八幡神社祭典が行われ、大名行列や
各町内の山車が市内を練り歩き、通りは大勢の
観光客でにぎわいました。

9月14日、本荘八幡神社祭典が行われ、大名行列や
各町内の山車が市内を練り歩き、通りは大勢の
観光客でにぎわいました。

9月14日、本荘八幡神社祭典が行われ、大名行列や
各町内の山車が市内を練り歩き、通りは大勢の
観光客でにぎわいました。

http://www.city.yurihonjo.akita.jp　編集・発行◎由利本荘市広報課http://www.city.yurihonjo.akita.jp　編集・発行◎由利本荘市広報課

自
転
車
レ
ー
ス
に

参
加
し
て
き
た
加

藤
さ
ん
。９
月
20

日
・
21
日
に
県
立

大
本
荘
キ
ャ
ン
パ

ス
を
会
場
に
行
わ

れ
た
「
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
ｉ
ｎ
由
利
本
荘
」で
は
、自
身

が
実
行
委
員
と
し
て
運
営
に
携

わ
っ
た
。当
日
は
、元
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
代
表
選
手
が
ゲ
ス
ト
参
加

し
た
ほ
か
、
小
学
生
か
ら
70
代

ま
で
の
１
３
０
人
に
も
上
る
愛

好
者
が
全
国
か
ら
参
加
し
、
自

転
車
の
普
及
は
も
と
よ
り
、
市

の
活
性
化
に
も
一
役
買
っ
た
大

会
と
な
っ
た
。

■
よ
ろ
こ
び

　

お
客
さ
ま
と
対
話
で
き
る
こ

と
。感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ

た
と
き
。
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「
出
羽
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
、

い
つ
も
市
民
の
生
活
の
な
か
に

あ
る
「
鳥
海
山
」
の
麓
、
由
利

本
荘
市
に
は
多
く
の
伝
統
文
化

が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
文
化
活
動
の
成
果
を
全

国
規
模
で
発
表
す
る
、「
第
29

回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０

１
４
」
に
お
い
て
、
本
市
で

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
科

学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
高
橋
宏

幸
賞 

感
想
文
・
感
想
画 

全
国

コ
ン
ク
ー
ル
の
５
つ
の
多
彩
な

事
業
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
は

誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
全
国
各
地

か
ら
お
越
し
に
な
る
出
演
者
の

皆
さ
ま
、
鑑
賞
さ
れ
る
皆
さ
ま

を
心
か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
市
で
行
わ
れ
る
事
業
に
お

い
て
は
、
全
国
各
地
で
活
動
し

て
お
ら
れ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
出

演
者
の
ほ
か
に
、
各
々
の
分
野

で
著
名
な
活
躍
を
さ
れ
て
い
る

方
々
に
も
出
演
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、「
高
橋
宏
幸
賞

感
想
文
・
感
想
画
全
国
コ
ン

　

市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
防

災
体
制
の
強
化
と
防
災
思
想
の
高

揚
を
図
ろ
う
と
９
月
６
日
、
市
総

合
防
災
訓
練
が
東
由
利
地
域
老
方

地
区
で
開
催
さ
れ
、
消
防
な
ど
関

係
機
関
の
ほ
か
、
地
域
住
民
な
ど

約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
原
野
火
災
が
発
生
し
た

後
、
県
南
部
を
震
源
と
す
る
強
い

地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で

ク
ー
ル
」
で
は
、全
国
の
幼
児
・

児
童
か
ら
創
造
力
溢
れ
る
、
た

く
さ
ん
の
感
想
文
・
感
想
画
を

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
本
市
の
文

化
活
動
に
お
お
い
に
刺
激
を
与

え
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
が
る
絶
好
の
機
会
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ご
来
訪
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
は
、
本
市
の
食
文
化
を
体
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
各
事
業

の
開
催
に
併
せ
「
ゆ
り
ほ
ん

〝
う
め
も
の
〞
フ
ェ
ス
」
も
開

催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
本
市

の
「
多
彩
な
文
化
」
を
体
感
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。

　

結
び
に
、
国
民
文
化
祭
開
催

に
当
た
り
、
特
段
の
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
実
行
委
員

会
、
企
画
委
員
会
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

実
施
。
火
災
、
建
物
倒
壊
な
ど
の

複
合
的
な
被
害
へ
の
迅
速
な
対
応

を
訓
練
し
災
害
に
備
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
な

ま
は
げ
」
に
よ
る
東
由
利
野
球
場

か
ら
の
傷
病
者
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

搬
送
や
、
地
域
住
民
に
よ
る
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
、
避
難
所
運
営
訓
練
と
し
て
老

方
館
で
の
個
別
ブ
ー
ス
設
営
、
炊

き
出
し
を
行
い
、

有
事
の
際
に
地
域

一
体
と
な
り
災
害

に
対
処
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し

た
。

　

長
谷
部
市
長
は

閉
会
式
で
「
近
年

の
異
常
気
象
に
よ

り
、
大
規
模
な
災

害
に
遭
う
危
険
性

が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
本
日
の
訓
練

を
契
機
に
一
人
ひ

と
り
が
災
害
に
対

す
る
危
機
意
識
を

一
層
高
め『
防
災
・

減
災
の
ま
ち
づ
く

り
』
に
向
け
て
、

共
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
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市
総
合
防
災
訓
練

「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４

第
29
回
国
民
文
化
祭
由
利
本
荘
市
実
行
委
員
会
会
長

　
　
　
　
　
　
由
利
本
荘
市
長
　
長
谷
部 

誠

　

市
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
の
中
で
町
内
会
な
ど
で
起
き

て
い
る
現
状
を
見
つ
め
、
地
域
の

望
ま
し
い
将
来
像
と
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
「
住
民
の
力
で
で
き
る
こ

と
」
を
話
し
合
い
、
本
来
、
町
内

会
な
ど
が
持
っ
て
い
る
力
や
機
能

の
維
持
・
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
と
し
て
、「
町
内
会
・
自

治
会
げ
ん
き
ア
ッ
プ
事
業
（
以
下

『
げ
ん
き
ア
ッ
プ
事
業
』）」
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

げ
ん
き
ア
ッ
プ
事
業
は
、
市
内

全
域
の
町
内
会
へ
、
市
職
員
が
直

接
出
向
き
、
地
域
住
民
の
共
通
認

識
と
課
題
解
決
に
向
け
た
合
意
形

成
を
後
押
し
す
る
形
で
展
開
さ
れ

ま
す
。

　

現
在
は
町
内
会
代
表
者
な
ど
へ

の
説
明
と
、
実
態
把
握
の
た
め
の

「
町
内
点
検
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
１
月
か
ら
は
、
希
望
す
る

町
内
な
ど
を
対
象
に
①
町
内
会
内

の
世
帯
・
世
帯
員
を
対
象
と
し
た

個
別
点
検
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

②
事
例
学
習
会
・
先
進
地
視
察
研

修
会
、③
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
と
実
践
と
い
っ
た
事
業
メ

ニ
ュ
ー
を
準
備
し
、
必
要
な
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。

町
内
会
・
自
治
会
げ
ん
き
ア
ッ
プ
事
業
が
ス
タ
ー
ト

町
内
会
・
自
治
会
げ
ん
き
ア
ッ
プ
事
業
が
ス
タ
ー
ト

町
内
会
・
自
治
会
げ
ん
き
ア
ッ
プ
事
業
が
ス
タ
ー
ト

　

町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
立
に
向
け
た

活
動
を
支
援
し
よ
う
と
、
県
と
県

内
市
町
村
で
組
織
す
る
「
県
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
推
進
協
議

会
」
の
提
案
に
よ
り
10
月
１
日
、

全
県
一
斉
に
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
地
域
お
こ
し
課
、
各

総
合
支
所
振
興
課
、
各
出
張
所
、

南
内
越
公
民
館
の
19
カ
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト

窓
口
で
は
、
町
内
会
・
自
治
会
の

役
員
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
町
内

会
活
動
の
相
談
や
、
他
の
団
体
と

の
交
流
、
研
修
活
動
へ
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
げ
ん
き
ア
ッ
プ
事
業
と

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

げんきアップ事業説明会（大内地域）

国民文化祭　いよいよ開幕国民文化祭　いよいよ開幕国民文化祭　いよいよ開幕
　国民文化祭総合オープニングイベントが９月26日にカダーレで開催され、
本市での国民文化祭が幕を開けました。
　全国各地で活動する個人や団体が、日頃の活動の成果や実力を披露し、交
流する「国内最大の文化の祭典」に、ぜひお越しください。

各事業の詳細については本紙９月15日号と同時配布
の「国民文化祭特集号」をご覧ください。

～～

同時実施した「多数傷病者事故対策訓練」の様子
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決算に見る普通会計の主な財政分析指標（％）

　 区　　分

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

平成22年度

0.341

平成23年度

0.327

平成24年度

0.319

※普通会計に属する会計は、一般会計、診療所運営特別会計、受託施設休日応急診療所
　運営特別会計、情報センター特別会計、地域情報化事業特別会計、奨学資金特別会計
　です。

歳出決算の性質別内訳

グラフで見る
一般会計決算

自主財源（26.9%）

依存財源（73.1%）

（平成25.4.1～26.3.31）　

（平成26.3.31）　

（平成25.4.1～26.3.31）　

342,232
△101,157
△213,176
27,899
97,582
125,481

4,489,549
210,410
4,699,959
15,000
99,601
114,601
3,983,848
（3,009,700）
601,510
4,585,358
4,699,959

22,053,361
1,594,863
23,648,224

0
175,180
175,180

15,963,207
（10,971,250）
7,509,837
23,473,044
23,648,224

757,366
△1,116,243
444,339
85,462

1,357,797
1,443,259

104億7,814万9千円

7億6,171万9千円

4億4,216万5千円

1,336万6千円

4億1,613万0千円

1億2,679万9千円

8,059万4千円

7億9,535万4千円

26億2,802万3千円

24億437万6千円

9億1,595万2千円

1億5,660万3千円

1,030万6千円

264万1千円

82万5千円

192億3,300万2千円

98億4,054万7千円

7億6,032万0千円

4億3,509万4千円

1,185万1千円

4億1,286万7千円

1億2,443万6千円

7,639万9千円

7億2,137万5千円

25億9,176万5千円

23億7,947万5千円

8億9,676万9千円

1億5,657万8千円

985万5千円

264万0千円

80万8千円

184億2,077万9千円

6億3,760万2千円

139万9千円

707万1千円

151万5千円

326万3千円

236万3千円

419万5千円

7,397万9千円

3,625万8千円

2,490万1千円

1,918万3千円

2万5千円

45万1千円

1千円

1万7千円

8億1,222万3千円

　地方公共団体の財政力を示す指数で、地方交付税算定に

用いられる基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た

数値の過去3年間の平均値をいいます。財政力指数が高い

ほど自主財源の割合が高く、財政力が強い団体ということ

になり、1を超える団体は、普通地方交付税の交付を受けな

い団体です。

　県内では、秋田市が0.62、能代市が0.44、大館市が0.41

と続き、本市の0.325は県内で8番目です。

財政力指数とは？

平成25年度主な事業

■総務費
　本庁舎耐震・改修事業………………………  ２億5,877万円

■民生費
　介護給付・施設訓練等給付事業 …………… 13億7,612万円

■衛生費
　本荘清掃センター基幹的改良事業………… ２億7,384万円

■農林水産事業
　地域水産物供給基盤整備事業………………３億1,727万円

■商工費
　石脇貸工場整備事業…………………………１億9,206万円

■土木費
　社会資本整備統合交付金事業 ………………  9億44万円
　冬季交通等確保事業……………………11億1,654万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （市道除排雪など）
　滝沢舘住宅改築事業  ……………………… 1億580万円

■消防費
　消防庁舎建設事業………………………    4億5,850万円

■教育費
　小・中学校建設事業…………………………18億9,969万円
　 （鳥海小学校関連、岩城小学校・東由利中学校建設事業）
　コミュニティ体育館建築事業 …………… 2億9,601万円

平成25年度

平成24年度

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

53,410,329

53,550,055

57,057,340

52,791,675

53,918,283

49,926,022

50,878,587

51,620,480

54,990,567

50,513,704

52,207,833

48,330,366

2,531,742

1,929,575

2,066,773

2,277,971

1,710,450

1,595,656

338,614

171,211

230,830

451,828

360,216

339,396

2,193,128

1,758,364

1,835,943

1,826,143

1,350,234

1,256,260

434,764

△77,579

9,800

475,909

93,974

161,045

265,131

451,278

251,147

1,979

715,967

327,838

1,258,274

1,339,516

911,000

970,824

296,293

10,780

130,000

3,000

3,000

3,000

3,000

0

1,828,169

1,710,215

1,168,947

1,445,712

1,103,234

499,663

災害復旧費
4億6,667万5千円
0.9%

教育費
55億7,445万7千円

11.1%

土木費
44億7,150万1千円

8.9%

29億781万1千円
5.8%

民生費
120億226万6千円

24.0%

総務費
82億6,840万4千円

16.5%
市債

54億870万円
10.3% 市税

81億2,742万7千円
15.5%

繰越金
19億1,355万0千円

諸収入
6億7,545万7千円
1.3%

分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入
寄付金
繰入金
34億3,449万円

地方交付税
217億3,256万4千円

41.3%

県支出金
35億6,860万1千円

国庫支出金
61億7,879万4千円

11.7%

3.0%

地方譲与税
及び各種交付金
15億5,192万7千円 維持補修費・積立金

投資・出資・貸付金
44億4,024万9千円

人件費
74億5,466万6千円

扶助費
68億7,138万9千円

公債費
84億44万1千円

普通建設事業費
77億9,921万2千円

15.6%
災害復旧費
4億8,063万1千円
　　　　　　1.0%

繰出金
57億3,924万3千円

補助費等
31億7,441万7千円

費

（%は四捨五入による）

公債費
84億44万1千円

16.8%

3.6%

6.5%

6.8%

8.8％ 14.9%

13.7%

16.8%

11.5％

6.3％

他

そ

の

38.0％

45.4％

義
務
的
経

89.0

18.8

177.7

89.8

17.3

168.4

89.5

15.8

149.0

平成25年度

0.325

88.5

14.3

133.9

緊急雇用対策事業、住宅リフォーム助成事業、福祉医療費の拡大など、生活密着型の
事業を積極的に展開したほか、コミュニティ体育館や岩谷小学校建設事業などの大規
模建設事業についても、完成をみるまでに至りました。

議会費
2億9,045万7千円　0.6%

衛生費

労働費
1億4,504万2千円
 0.3％

農林水
産業費

37億9,398万3千円
7.6％

商工費
12億6,205万4千円

2.5％

消防費

23億5,655万9千円
4.7％

諸支出金
1億3,852万6千円
0.3%

投資的経費
16.6％物件費

57億1,792万8千円
　　　

11.4%

1,128,478
979,773
148,705
7,461
51,498
104,668

104,668

104,668
△1,765,644
△1,660,976

1,550,673
1,069,129
481,544
21,486
208,834
294,196
2,109

292,087

292,087

1. 営業収益
2. 営業費用
営業利益
3. 営業外収益
4. 営業外費用
経常利益
5. 特別損失
当年度純利益
前年度繰越利益剰余金（△欠損金）
当年度未処分利益剰余金（△欠損金）
平成16年度決算処理訂正額
訂正後前年度繰越利益剰余金（△欠損金）
※地方公営企業法等の改正に伴う新会計基準の移行にあたり、平成16年度決算処理を、
本年度決算において訂正

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

診 療 所 運 営

受託施設休日応急診療所運営

情 報 セ ン タ ー

地 域 情 報 化 事 業

奨 学 資 金

介護サービス事業

下 水 道 事 業

集 落 排 水 事 業

簡 易 水 道 事 業

ス キ ー 場 運 営

小 友 財 産 区

北 内 越 財 産 区

松 ヶ 崎 財 産 区

　 計 　

一
般
会
計
の

歳
入
は
５
２
５
億
９
１
５
１
万
円

歳
出
は
５
０
０
億
７
８
１
７
万
６
千
円

実
質
単
年
度
収
支
は

６
年
連
続
の
黒
字

６
年
連
続
の
黒
字

　

平
成
25
年
度
決
算
は
、
自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
が
約

81
億
２
７
０
０
万
円
で
、
合
併
後
の
税
収
が
一
番
多
か
っ
た
平

成
19
年
度
の
約
84
億
５
５
０
０
万
と
比
較
す
る
と
、
約
３
億
２

８
０
０
万
円
（
４
・
０
％
）
減
収
し
た
も
の
の
、「
身
の
丈
に
あ
っ

た
財
政
運
営
」
を
徹
底
し
、地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
を
は
じ
め
、

国
県
の
交
付
金
・
補
助
金
を
最
大
限
活
用
し
、
実
質
単
年
度
収

支
は
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
６
年
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
決
算
に
基
づ
く
財
政
健
全
化
比
率
に
つ
い
て
は
、
市
債

繰
り
上
げ
償
還
の
実
施
な
ど
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を
進
め

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
質
公
債
費
比
率
が
14
・
３
％
、
将
来
負

担
比
率
が
１
３
３
・
９
％
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
に
比
べ
、

１
・
５
ポ
イ
ン
ト
、
15
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、
着
実

に
改
善
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
方
交
付
税
の
歳
入
の
う
ち
、
合
併
特
例
に
よ
る

普
通
交
付
税
の
加
算
分
約
50
億
9
千
万
円
が
、
平
成
27
年
度
か

ら
５
年
間
で
段
階
的
に
削
減
さ
れ
、
平
成
32
年
度
に
は
ゼ
ロ
と

な
る
予
定
で
す
。
今
後
も
経
費
節
減
を
図
り
な
が
ら
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
決
算
の
概
要



　

第
18
回
秋
田
馬
子
唄
全
国
大
会

が
大
内
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
９
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、
93
人

の
参
加
者
が
自
慢
の
の
ど
を
競
い

ま
し
た
。

　

大
会
は
大
賞
の
部
、高
齢
の
部
、

年
少
の
部
の
３
部
門
で
行
わ
れ
、

会
場
を
埋
め
た
約
３
０
０
人
の
聴

衆
は
、
唄
い
手
に
よ
っ
て
味
わ
い

の
異
な
る
秋
田
馬
子
唄
を
聴
き
比

べ
な
が
ら
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
伸
び

や
か
な
唄
声
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

　

大
賞
の
部
の
頂
点
を
極
め
た
の

は
羽
後
町
の
大
野
源
四
郎
さ
ん

（
66
歳
）。
大
野
さ
ん
は
３
度
目
の

出
場
で
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
、

受
賞
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
「
気
持

ち
よ
く
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
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五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
願

う
、矢
島
神
明
社
伝
統
の
祭
典「
矢

島
八
朔
ま
つ
り
」が
９
月
13
日（
宵

宮
）
と
14
日
に
行
わ
れ
、
地
域
の

住
民
や
観
光
客
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

八
朔
ま
つ
り
は
、
旧
暦
の
八
月

朔
日
（
朔
日
は
１
日
）
に
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼

ば
れ
て
お
り
、
宵
宮
で
は
田
楽
灯

当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と
喜
び
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
大
賞
の
部
】

優
勝 

大
野
源
四
郎
さ
ん
（
羽
後

町
）　

準
優
勝 

髙
橋
一
郎
さ
ん

（
横
手
市
）　

３
位 

山
上
衛
さ
ん

（
岩
手
県
）

【
高
齢
の
部
】 

優
勝 

大
森
吉
治
さ
ん
（
秋
田
市
）

　

準
優
勝 

近
藤
慶
悦
さ
ん
（
北

秋
田
市
）　

３
位 

鎌
田
七
五
三
吉

さ
ん
（
男
鹿
市
）

【
年
少
の
部
】

優
秀
賞 

菅
原
桃
香
さ
ん
（
男
鹿

市
）　

奨
励
賞 

澤
木
美
晴
（
同
）

松
本
莉
奈
さ
ん
（
福
島
県
）

籠
と
神
楽
太
鼓
に
先
導
さ
れ
て
み

こ
し
が
下
り
、
本
宮
で
は
六
丁
の

山
車
や
踊
り
が
町
内
を
練
り
歩

き
、
神
明
社
に
帰
る
み
こ
し
を
に

ぎ
や
か
に
送
り
ま
す
。

　

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
各

丁
若
者
た
ち
は
笛
や
太
鼓
、
若
さ

あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
踊

り
で
伝
統
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

長
崎
県
で
10
月
12
日
か
ら
22
日

に
開
催
さ
れ
る
第
69
回
国
民
体
育

大
会
、
11
月
１
日
か
ら
３
日
に
開

催
さ
れ
る
第
14
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
市
関

係
選
手
団
（
10
競
技
・
26
人
）
の

壮
行
会
が
９
月
16
日
、
広
域
行
政

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

を
通
じ
て
地
域
住
民
の

交
流
を
深
め
よ
う
と
９

月
６
日
、
第
51
回
市
３

０
０
歳
以
上
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
市
教
育

委
員
会
主
催
）
が
、
市

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
と
鶴

舞
球
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

競
技
者
９
人
の
合
計

年
齢
が
常
に
３
０
０
歳

以
上
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

　

本
市
か
ら
は
陸
上
、
ボ
ー
ト
、

セ
ー
リ
ン
グ
、卓
球
、柔
道
、弓
道
、

ク
レ
ー
射
撃
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
出

場
し
ま
す
。

　

長
谷
部
市
長
か
ら
「
皆
さ
ん
の

活
躍
が
市
民
に
感
動
を
与
え
、
地

域
に
活
気
と
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら

す
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激

ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
た

こ
の
大
会
に
は
、
市
内

の
16
町
内
が
出
場
。

　

選
手
た
ち
が
懸
命
に

白
球
を
追
い
か
け
る
姿

に
観
客
か
ら
は
拍
手
と

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

【
１
部
】
優
勝 

大
ノ
道

準
優
勝 

浜
松
町

【
２
部
】
優
勝 

土
谷　

準
優
勝 

千
刈

励
を
受
け
、
選
手
団
を
代
表
し
て

鈴
木
杏
実
さ
ん
（
本
荘
高
校
）
が

「
厳
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
自

信
と
自
覚
を
持
ち
、
市
民
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
大
会
で
の

健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

第
30
回
記
念
西
目
健
康
マ

ラ
ソ
ン
が
９
月
14
日
、
道
の

駅
「
に
し
め
」
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
３
㌔
・
５

㌔
・
８
㌔
の
３
コ
ー
ス
に
、

合
わ
せ
て
４
４
８
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
を
目
指
し
、
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

　

３
㌔
の
部
に
出
場
し
た
木

村
翔
哉
さ
ん
（
14
歳
・
西
目

町
海
士
剥
）
は
、「
中
学
校

に
入
学
し
て
か
ら
毎
年
出
場

し
て
い
ま
す
。
想
像
し
て
い

た
よ
り
早
く
走
れ
て
う
れ
し

い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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本
市
関
係
選
手
の
活
躍
に
期
待
　
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
・
大
会
　
壮
行
会

▶陸上　少年女子４００㍍　佐貫有彩（本荘高校）
▶ボート　成年女子 監督　月本真（本荘高校教諭）　少年女子 監督　
浅沼宏明（本荘高校教諭）　少年女子舵手つきクォドルプル　高橋明日
香（本荘高校）　鈴木杏実（同）　石井結（同）　土方杏華（同）細矢真
美（同）  菅原絵理菜（同）　少年女子シングルスカル　金子明香里（由
利高校）
▶セーリング　成年 監督　渡辺睦雄（県セーリング連盟）　成年女子
セーリングスピリッツ級　石川千明（東京海上日動火災保険㈱本荘支
社）　少年 監督　佐藤功美（日本年金機構 本荘年金事務所）　少年男子
シーホッパー級　渡部陽水（本荘高校）　少年女子同　真坂和可子（同）
▶卓球　少年女子　佐藤成恵（秋田商高） 
▶柔道　少年女子 コーチ　我妻沢美（本荘高校教諭）　高橋仁美（本荘
高校）
▶弓道　成年男子　成田祐也（由利本荘市役所）　少年女子　三浦文華
（本荘高校）　佐々木彩（西目高校）　佐藤千尋（同）
▶カヌー　スプリント 監督　土橋傑（市教育委員会）
▶クレー射撃　トラップ射撃 監督兼選手　中村収一（㈱昭和興業）
▶水泳　役員　中村晴二（県水泳連盟）

長崎がんばらんば大会 出場おめでとう！　〈※敬称略〉　
▶ボウリング　高橋雄太（ゆり養護学校）

長崎がんばらんば国体　　がんばらんば大会
　  出場おめでとう！

〈※敬称略〉

市
民
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
駆
け
抜
け
る
　
第
30
回
記
念
西
目
健
康
マ
ラ
ソ
ン

白
球
を
追
い
、
爽
や
か
な
汗
を
流
す
　
市
３
０
０
歳
以
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

民
謡
の
里
大
内
に
秋
田
馬
子
唄
の
調
べ
が
響
く

大賞の部で優勝した大野さん

趣
向
を
凝
ら
し
た
山
車
と
踊
り

４
０
０
年
の
伝
統
　
矢
島
八
朔
ま
つ
り



　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
事
務
補
助
員
（
産
休
・
育
休
）】

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
事
務
作

業
、窓
口
で
の
各
種
申
請
受
け
付
け

募
集
人
員　

１
人

勤
務
先　

福
祉
支
援
課

勤
務
時
間　

８
時
半
〜
17
時
15
分

　
（
週
５
日
勤
務
）

雇
用
期
間　

11
月
４
日
〜
平
成
27

　

年
３
月
31
日
（
平
成
27
年
６
月

　

ま
で
更
新
可
）

【
本
荘
地
域
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
】

勤
務
内
容　

本
荘
地
域
道
路
の
除

　

排
雪
お
よ
び
維
持
作
業

募
集
人
員　

１
人

勤
務
先　

建
設
管
理
課

勤
務
時
間　

８
時
半
〜
17
時
15
分

　
（
週
５
日
勤
務
）

◎
降
雪
状
況
に
よ
り
休
日
・
早
朝
・

　

夜
間
の
勤
務
あ
り
。

雇
用
期
間　

11
月
４
日
〜
平
成
27

　

年
３
月
31
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
15
日
（水）
ま
で
、
総
務
課　

　

☎
24―

６
２
１
７

　

県
農
業
試
験
場
な
ど
で
平
成
27

年
４
月
か
ら
２
年
間
、
実
技
や
講

義
な
ら
び
に
生
産
・
流
通
・
加
工

現
場
で
の
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、

農
業
経
営
に
必
要
な
知
識
や
技
術

を
習
得
で
き
ま
す
。

研
修
先
（
研
修
コ
ー
ス
）　

農
業

　

試
験
場
（
作
物
、野
菜
、花
き
）、

　

畜
産
試
験
場（
酪
農
、肉
用
牛
）、

　

果
樹
試
験
場
（
り
ん
ご
、な
し
、

　

ぶ
ど
う
）、花
き
種
苗
セ
ン
タ
ー

　
（
花
き
）

応
募
資
格　

次
の
要
件
を
満
た
す

　

人
①
新
た
に
農
業
を
始
め
よ
う
と
す

　

る
人
、
ま
た
は
現
に
農
業
を
営

　

む
人
で
、
農
業
で
自
立
し
よ
う

　

と
す
る
意
識
が
高
く
、
研
修
終

　

了
後
、
確
実
に
県
内
で
就
農
で

　

き
る
人

②
応
募
時
点
で
年
齢
が
45
歳
未
満

　

の
人

申
し
込
み
先　

10
月
16
日
（木）
ま
で
、

　

農
業
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支

　

所
産
業
課

◎
市
で
面
談
な
ど
を
行
う
た
め
、

　

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
試
験
場
で
は
書
類
審
査
、
小
論

　

文
、
面
接
試
験
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
研
修
期
間
中
は
研
修
奨

　

励
金
の
交
付
や
青
年
就
農
給
付

　

金
（
準
備
型
）
の
給
付
が
受
け

　

ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
振
興
課　

　

☎
24―

６
３
５
３
、
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
産
業
課
、
県
由
利
地

　

域
振
興
局
農
業
振
興
普
及
課　

　

☎
22―

７
５
５
１
、Ｊ
Ａ
秋
田

　

し
ん
せ
い
窓
口

種
目
・
期
日
・
会
場

【
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
】
10
月
26
日

　

（日）　

水
林
競
技
場
、【
ス
ケ
ー

　

ト
】
11
月
下
旬　

県
立
ス
ケ
ー

　

ト
場
、【
ス
キ
ー
】
２
月
上
旬

　

矢
島
ス
キ
ー
場
、【
ス
キ
ー
ト

　

レ
ッ
キ
ン
グ
】
３
月
上
旬　

南

　

由
利
原
高
原

対
象　

本
荘
、西
目
地
域
在
住
の
人

　
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料　

千
円
（
別
途
種
目
に
よ

　

り
個
人
負
担
あ
り
）

保
険
料　

中
学
生
以
下
８
０
０
円
、

　

高
校
生
以
上　

１
８
５
０
円　

　
（
今
年
度
サ
マ
ー
コ
ー
ス
に
登

　

録
し
た
人
は
保
険
料
不
要
）

定
員　

50
人

◎
原
則
と
し
て
、
現
地
集
合
・
解

　

散
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
１
日
（水）
〜
15
日
（水）
ま
で
、

　

本
荘
教
育
学
習
課　

☎
22―

２

　

６
７
３

展
示
期
日　

11
月
28
日
（金）
〜
30
日

　

（日）　
会
場　

カ
ダ
ー
レ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

１
・
２
・
３

対
象　

生
涯
学
習
活
動
で
制
作
し

　

た
作
品

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
27
日
（月）
ま
で
、
本
荘
教
育

　

学
習
課　

☎
22―

２
６
７
３

日
時　

10
月
26
日
（日）　

９
時
半
〜

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル
友
水
公
園
〜

　

せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク

部
門
・
走
路　

青
年
の
部
、
一
般

　

の
部
、
高
校
の
部
、
女
性
の
部

　
（
１
区
５
㌔
、
２
区
３
㌔
、
３

　

区
５
㌔
、
４
区
３
㌔
、
５
区
５

　

㌔
、計
21
㌔
）、中
学
生
の
部（
１

　

区
〜
４
区
１
・
４
㌔
、
計
５
・

　

６
㌔
）

チ
ー
ム
編
成　

監
督
１
人
、
選
手

　

５
人
、
補
欠
２
人
（
中
学
生
の

　

部
は
監
督
１
人
、
選
手
４
人
、

　

補
欠
１
人
）

参
加
料　

青
年
・
一
般
・
女
性
の

　

部　

３
５
０
０
円
、
中
学
生
・

　

高
校
の
部　

２
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
10
日
（金）
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ

　

課　

☎
32―

１
３
３
４
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市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
27
年
度
「
未
来
農
業
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
生
」
募
集

本
荘
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
ウ
イ
ン

タ
ー
コ
ー
ス
」
参
加
者
募
集

「
本
荘
生
涯
学
習
創
作
展
」

 

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す

水
辺
駅
伝
競
走
大
会

出
場
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

　【県の事業】
１．農業夢プラン応援事業
　農業経営の複合化、規模拡大に向けた機
械・施設などの導入支援を行います。
対象者　認定農業者、集落営農組織など
補助率　県3分の1、市12分の1～2（予定）
２．農業経営発展加速化支援事業
　意欲ある経営体の６次化、法人化などに
よる経営発展を支援するため、機械・施設導
入や販路拡大などの活動費を支援します。
対象者　集落型農業法人、認定農業者など
補助率　県10分の3～2分の1、市12分の1
　（予定）
　【国の事業】
１．融資主体補助型経営体育成支援事業
　「適切な人・農地プラン」に位置付けられ
た中心経営体が融資を受けて、農業用機械
や施設導入を行う場合の経費を助成します。
対象者　「人・農地プラン」の中心経営体
補助率　国10分の３以内、または融資金額
　のいずれか低い額
申し込み・問い合わせ先　10月24日（金）ま
　で、農業振興課　☎２４―６３５３、ま
　たは各総合支所産業課（資材などをＪＡ
　から購入の場合は秋田しんせい各営農セ
　ンター）
◎この要望調査は平成27年度予算成立を
　前提としており、要望は必ずしも採択とな
　らない場合があります。

国・県事業の平成27年度要望を受け付けます
農業用機械・施設等の導入について
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「秋」を探しに出掛けませんか「秋」を探しに出掛けませんか

由利本荘の秋まつり由利本荘の秋まつり
「秋」を探しに出掛けませんか

由利本荘の秋まつり

日時　10月５日（日）　10時～14時
会場　南由利原青少年旅行村
内容　わなげゲーム＆ボール投げ的入れゲーム、くつ
とばし大会など各種ゲームイベント（10時～14時）、
乗馬体験・ターゲットバードゴルフ体験（10時半～14
時）、アマチュアバンド野外ライブ（11時～13時半）、
ダンスステージ（11時半～12時半）、秋田由利牛フェ
ア〈焼肉ガーデン、販売〉（10時半～14時）、出店
問い合わせ先　市観光協会由利支部（由利総合支所産
業課内）　 ☎５３―２１１４

日時　10月11日（土）　９時半～14時（小雨決行）
会場　花立クリーンハイツ駐車場 特設会場
内容　ゴーカートタイムレース、パークゴルフ大会、
乗馬体験、ジャージー牛とのふれあい体験、豚汁無料
サービス（３００食限定）、由利牛＆豚トロバーベ
キュー、地元特産品販売など
問い合わせ先　市観光協会矢島支部（矢島総合支所産
業課内）　☎５５－４９５３

　本市内外の特産品のほか、友好都市である長野県佐
久市の特産品も販売します。
日時　10月12日（日）　９時50分～13時50分
会場　矢島駅前イベント広場
内容　かかし列車表彰式（10時半～）、矢島保育園の
皆さんによるステージ（11時半～）、超神ネイガー
ショー（12時半～）、巨大こいのぼりの展示
◎お買い物された方にはお帰り用の鳥海山ろく線乗
車券をプレゼントします。
問い合わせ先　鳥海山ろく線運営促進連絡協議会（矢
島総合支所振興課内）　☎５５－４９５１

開催期間　10月18日（土）～26日（日）
イベント開催日　10月19日（日）
会場　法体園地（法体の滝）
内容　前ノ沢太鼓によるオープニング（10時～）、郷
土芸能〈本海獅子舞番楽、鳥海郷土芸能保存会〉（10
時40分～）、きのこ汁無料サービス（11時～・先着
２００人）、岩魚つかみどり体験（11時半～）、奥沢
きく子・堀ノ内孝雄（ものまね）歌謡ショーなど
◎10月19日（日）来場者全員に猿倉温泉共通入浴券
（フォレスタ鳥海・鳥海荘）をプレゼントします。
問い合わせ先　市観光協会鳥海支部（鳥海総合支所産
業課内）　☎５７―２２０５



　

市
役
所
本
庁
舎
構
内
の
架
空
電

線
切
替
工
事
の
た
め
、
次
の
通
り

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
停
波
し
ま

す
。ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

停
波
区
域　

本
荘
・
子
吉
地
区
の

　

一
部

停
波
日
時　

10
月
１
日
（水）　

４
時

　

〜
５
時
半
、
10
月
１
日
（水）
〜
３

　

日
（金）　

９
時
〜
17
時
の
間
（
最

　

大
４
時
間
／
１
回
）

※

予
備
日　

10
月
４
日
（土）　

停
波
対
象　

テ
レ
ビ
（
全
チ
ャ
ン

　

ネ
ル
）、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
、
告
知
放
送
、Ｉ
Ｐ
電
話

◎
詳
細
区
域
に
つ
い
て
は
、Ｃ
Ａ

　

Ｔ
Ｖ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ゆ
り
ほ

　

ん
テ
レ
ビ
・
デ
ー
タ
放
送
（
市

　

政
だ
よ
り
）・
文
字
放
送
で
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン

　

タ
ー　

☎
65―

３
７
２
２　

　

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
全
国

各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
現
象
は
土
砂
災
害

の
前
触
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
前

兆
を
発
見
し
た
場
合
は
、
い
ち
早

く
自
主
的
に
避
難
す
る
と
と
も

に
、
消
防
や
市
役
所
に
す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

①
降
雨
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
渓
流

　

水
位
が
激
減
す
る
。
流
水
が
急

　

激
に
濁
る
。

②
土
臭
い
に
お
い
。
地
鳴
り
。

③
亀
裂
の
発
生
。
湧
き
水
の
噴
き

　

出
し
。
小
石
な
ど
の
落
下
。

　

発
表
さ
れ
る
気
象
情
報
な
ど
を

確
認
し
、
早
め
の
避
難
行
動
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
防
災
・
災
害
情
報
」
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
課

　

☎
24―

６
２
３
８

　

10
月
５
日
か
ら
14
円
引
き
上
げ

ら
れ
時
間
額
「
６
７
９
円
」
と
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
秋
田
労
働
局
賃
金

室
、
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
労
働
局
賃

　

金
室　

☎
０
１
８―

８
８
３―

　

４
２
６
６

　

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護

団
が
、Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て

弁
護
士
に
よ
る
一
斉
電
話
無
料
相

談
を
実
施
し
ま
す
。（
通
話
料
は

か
か
り
ま
す
）

日
時　

10
月
18
日
（土）　

10
時
〜
16

　

時
、
10
月
19
日
（日）　

10
時
〜
16

　

時
相
談
電
話　

☎
０
２
２―

２
２
５

　

―

０
８
４
１
、☎
０
２
２―

２

　

２
５―

０
８
４
２

問
い
合
わ
せ
先　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

　

東
北
弁
護
団
事
務
局
（
小
野
寺

　

友
宏
法
律
事
務
所
）　

☎
０
２

　

２―

２
６
６―

４
６
６
４

　

遺
言
書
の
作
成
や
高
齢
者
の
後

見
に
関
す
る
こ
と
、
離
婚
に
関
す

る
取
り
決
め
や
重
要
な
取
引
に
関

す
る
契
約
な
ど
で
お
悩
み
の
時

は
、
公
証
役
場
を
お
訪
ね
く
だ
さ

い
。  

公
証
人
が
直
接
、
公
正
証
書

の
作
成
や
法
律
相
談
に
乗
り
ま

す
。
公
証
週
間
以
外
で
も
、
公
証

相
談
は
全
て
無
料
で
す
。
ま
た
、

電
話
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

相
談
電
話　

☎
０
３―

３
５
０
２

　

―

８
２
３
９

相
談
受
付
時
間　

９
時
半
〜
正
午
、

　

13
時
〜
16
時
半

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
公
証
人
会

　

☎
０
１
８―

８
２
４―

０
５
６

　

１
日
時
・
会
場　

10
月
14
日
（火）　

10

　

時
〜
15
時　

矢
島
福
祉
会
館
、

　

10
月
15
日
（水）　

13
時
半
〜
15
時

　

半　

石
沢
出
張
所

主
な
相
談
内
容　

人
権
相
談
（
差

　

別
、
名
誉
、
信
用
な
ど
）、
困

　

り
ご
と
（
土
地
、建
物
の
権
利
・

　

登
記
、
家
族
、
不
動
産
の
賃
貸

　

借
）、子
ど
も
の
人
権（
い
じ
め
、

　

不
登
校
、
体
罰
）

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支

　

局　

☎
22―

１
２
０
０

日
時　

11
月
９
日
（日）
・
16
日
（日）　

　

10
時
〜
17
時
（
２
日
間
・
計
12

　

時
間
）

会
場　

商
工
会
館

対
象　

将
来
の
起
業
を
目
指
す
人
、

　

ま
た
は
起
業
間
も
な
い
人

内
容　

起
業
の
基
礎
知
識
・
解
説

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

４
千
円

◎
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
８
割
以
上
受

　

講
し
た
人
は
「
県
創
業
支
援
資

　

金
」
の
利
率
が
２
・
15
㌫
か
ら

　

１
・
95
㌫
に
優
遇
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
先　

10
月
31
日
（金）
ま
で

　

商
工
会
本
所
、
ま
た
は
各
支
所

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
会
矢
島
支

　

所　

☎
56―

２
２
０
６

　

県
内
就
職
を
希
望
す
る
高
校
３

年
生
を
対
象
と
す
る
就
職
面
接
会

に
、
参
加
を
希
望
す
る
企
業
を
募

集
し
ま
す
。（
要
事
前
申
し
込
み
）

日
時　

10
月
30
日
（木）　

14
時
〜
16

　

時
半
（
参
加
無
料
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ

参
加
条
件　

高
卒
者
を
採
用
予
定

　

ま
た
は
検
討
し
て
い
て
採
用
後

　

の
就
職
先
が
県
内
で
あ
る
企
業

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
由
利
地
域
振
興
局
地
域
企
画

　

課　

☎
22―

５
４
３
２

　

由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園
敷
地

の
用
途
地
域
変
更
に
つ
い
て
、市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、公
述
の
申
し
出
が
な
か
っ

た
場
合
に
は
公
聴
会
は
中
止
と
な

り
ま
す
の
で
、公
聴
会
へ
の
参
加
を

希
望
さ
れ
る
人
は
事
前
に
都
市
計

画
課
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。中
止
の

場
合
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
市
役
所
前
掲
示
板
に
掲
載
し
ま

す
。

日
時　

10
月
16
日
（木）　

14
時
〜

会
場　

市
役
所
４
階　

正
庁

内
容　

由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園

　

敷
地
に
お
け
る
用
途
地
域
の
変

　

更
（
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用

　

地
域
か
ら
準
工
業
地
域
へ
の
変

　

更
）

◎
申
し
出
に
係
る
書
類
は
市
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
都
市
計

　

画
課
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い

　

ま
す
。

公
述
の
申
し
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
９
日
（木）
ま
で
、
都
市
計
画

　

課
都
市
計
画
班　

☎
24―

６
３

　

３
２

　

市
で
は
、
自
力
で
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難
な
方
の
、
布
団
・

毛
布
・
枕
な
ど
を
丸
洗
い
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象　

寝
た
き
り
、認
知
症
、体
の

　

不
自
由
な
方（
重
度
）な
ど
が
い

　

る
65
歳
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ

　

る
、市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

実
施
月　

７
月（
実
施
済
）、11
月
、

　

２
月
の
年
３
回

申
請
期
限　

10
月
21
日
（火）　

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
支

　

援
課　

☎
24―

６
３
２
２
、
ま

　

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

自
賠
責
保
険
と
共
済
は
、
原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自
動

車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
万
一
の
事
故
の
た
め
、
必

ず
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省
秋

　

田
運
輸
支
局  

☎
０
１
８―

８

　

６
３―
５
８
１
３

「
農
地
中
間
管
理
事
業
」受
け
手
公
募

２
回
目　

10
月
10
日
（金）
〜
11
月
10

　

日
（月）　

３
回
目　

12
月
19
日
（金）
〜
平
成
27

　

年
１
月
26
日
（月）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

農

　

業
振
興
課　

☎
24―

６
２
３
４
、

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課

　

税
の
申
告
時
に
は
領
収
書
な
ど

が
必
要
で
す
。
春
先
と
同
様
に
こ

の
時
期
は
領
収
書
が
た
く
さ
ん
出

る
時
期
で
す
の
で
、
紛
失
し
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
保
存
し
ま
し
ょ

う
。

【
保
存
し
て
お
く
べ
き
書
類（
例
）】

　

農
作
業
に
使
用
し
た
水
道
・
電

気
代
の
明
細
書
／
農
作
業
に
使
用

し
た
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
の
明

細
書
／
農
作
業
用
に
購
入
し
た
も

の
（
野
菜
の
苗
代
、
肥
料
代
、
農

具
や
作
業
衣
料
な
ど
）
の
購
入
レ

シ
ー
ト
な
ど

◎
小
作
料
と
賃
耕
料
な
ど
の
や
り

　

と
り
が
あ
っ
た
場
合
は
「
収
入

　

報
告
書
」
と
「
経
費
証
明
書
」

　

の
提
出
が
必
要
で
す
。
用
紙
は

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、

　

税
務
課
や
各
総
合
支
所
振
興
課

　

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

　

ご
記
入
の
う
え
申
告
会
場
に
持

　

参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
住
民
税

　

班　

☎
24―

６
３
０
２

　

全
国
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

に
よ
り
親
元
で
生
活
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
が
約
３
万
８
千
人
い
ま

す
。
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
家

庭
的
な
環
境
で
養
育
す
る
里
親
の

登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
と
し
て
登
録
す
る
た
め
に

は
研
修
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
近
く
の
児

童
相
談
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
中
央
児

　

童
相
談
所　

☎
０
１
８―

８
６

　

２―

７
３
１
１
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暮らしのお知らせ

由
利
本
荘「
起
業
塾
」受
講
者
募
集

寝
具
類
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す

有
効
期
限
チ
ェッ
ク
！
「
自
賠
責
」

10
月
は
里
親
月
間
で
す

「
由
利
地
域
高
校
生
就
職
面
接

会
」
参
加
企
業
募
集

本
荘
・
子
吉
地
区

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
停
波
の
お
知
ら
せ

弁
護
士
に
よ
る
「
Ｂ
型
肝
炎
訴

訟
一
斉
電
話
無
料
相
談
」

都
市
計
画
の
用
途
地
域
変
更
に

係
る
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

農
家
の
皆
さ
ん
へ
〜
領
収
書
な

ど
の
保
存
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　町内会などで所有する集会施設の改
築や修繕には、市の補助金制度が活用で
きます。

　要望書に見積書などの必要書類を添
えて10月31日(金)まで、地域おこし課ま
たは各総合支所振興課に提出してくださ
い。ただし、改修・修繕事業は、事業費50
万円以上が対象となるなど、一定の要件
がありますので、計画を持つ町内会など
はお早めにご連絡をお願いします。
問い合わせ先
　地域おこし課　☎２４―６２３１

平成27年度に実施予定の集会施設の平成27年度に実施予定の集会施設の
改修などはありませんか？改修などはありませんか？

平成27年度に実施予定の集会施設の
改修などはありませんか？

区分
新築・改築
改修・修繕
取得

下水道接続

補助率
2/10
2/10
2/10

1/2

限度額
200万円
100万円
100万円

50万円（供用から3年以内）

土
砂
災
害
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

秋
田
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

10
月
１
日
〜
７
日
は
公
証
週
間
で
す

地域

本 荘

矢 島

岩 城

由 利

大 内

東由利

西 目

鳥 海

日　　　時 場　　所
25日（土）
26日（日）
21日（火）
21日（火）
25日（土）
21日（火）
23日（木）
24日（金）
25日（土）
26日（日）
22日（水）
25日（土）
16日（木）
7日（火）
21日（火）
28日（火）
15日（水）

カダーレ
研修室（２階）
矢島福祉会館
自然休養村センター
高城センター
ふれあい館「鮎川」 
ゆりえもん
西滝沢水辺プラザ
善隣館
Ａコープ前郷店
上川大内出張所
大内総合支所
東由利公民館

社会福祉協議会
西目支所

直根公民館

10時～15時

10時～正午

10時～正午

9時半～11時半
9時半～正午
9時半～正午
9時半～正午
9時半～11時半

9時～11時半

9時半～16時

10時～正午

10時～正午

10月20日（月）～26日（日）は

「行政相談週間」です「行政相談週間」です「行政相談週間」です
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受け、国
の仕事などについての苦情や意見・要望を受け
付け、皆さんと関係行政機関などとの間に立って、
その解決を図る、いわば「行政と住民のパイプ
役」です。
　本市の行政相談委員は次の方々です。相談は
無料で、秘密は厳守されます。いつでもご相談く
ださい。
　また、10月20日（月）から26日（日）までの一週
間は、「行政相談週間」です。次のところで相談所
を開設しますので、お気軽にご利用ください。
◎10月20日（月）10時から正午まで、マックスバ
　リュ本荘中央店周辺で街頭ＰＲ活動も行いま
　す。
【行政相談委員】
本 荘 地 域　鈴木　修子さん（☎22―5344）
本 荘 地 域　中嶋　　豪さん（☎24―2466）
矢 島 地 域　土田　長夫さん（☎56―2265）
岩 城 地 域　伊藤　博行さん（☎72―2070）
由 利 地 域　三浦　玲子さん（☎53―3193）
大 内 地 域　東海林一郎さん（☎67―2641）
東由利地域　小松　　建さん（☎69―2275）
西 目 地 域　鷹島　峯雄さん（☎33―2064）
鳥 海 地 域　眞坂ひろ子さん（☎57―2736）
【行政相談日程】



　

県
内
の
国
際
交
流
団
体
や
在
住

外
国
人
に
よ
る
出
展
ブ
ー
ス
、
世

界
の
伝
統
舞
踊
や
音
楽
、
フ
ー
ド

ブ
ー
ス
な
ど
世
界
を
身
近
に
感
じ

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
18
日
（土）
、
19
日
（日）　

　

10
時
〜
17
時（
19
日
16
時
ま
で
）

会
場　

ア
ト
リ
オ
ン　

イ
ベ
ン
ト

　

広
場
・
多
目
的
ホ
ー
ル
Ｂ
／
Ｃ

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
国
際
交

　

流
協
会　

☎
０
１
８―

８
９
３

　

―

５
４
９
９

日
時　

10
月
26
日
（日）　

９
時
〜
14

　

時
半
（
集
合
８
時
50
分
ま
で
）

集
合
場
所　

道
の
駅
象
潟　

ね
む

　

の
丘
駐
車
場
（
足
湯
付
近
）

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

　

保
護
者
同
伴
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
筆
記

　

用
具
、
軍
手
、
歩
き
や
す
く
滑

　

り
に
く
い
靴

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
自
然
観
察
指
導
員
連
絡

　

協
議
会　

由
利
本
荘
支
部　

阿

　

部
さ
ん　

☎
24―

４
３
６
９

期
間　

10
月
17
日
（金）
〜
20
日
（月）　

　

10
時
〜
17
時（
20
日
16
時
ま
で
）

会
場　

シ
ー
ガ
ル
２
階　

ギ
ャ
ラ

　

リ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

潟
保
さ
ん　

☎

　

０
９
０―

４
５
５
９―

５
４
０

　

０

　

早
期
発
見
・
予
防
法
を
専
門
の

医
師
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
30
日
（木）　

13
時
〜
14

　

時
半
（
参
加
無
料
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

自
然
科
学
学

　

習
室
２
（
中
央
図
書
館
３
階
）

講
師　

中
央
線
診
療
所
院
長　

桑

　

山
明
久
氏

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館　

☎
22―

０
９
０

　

０
日
時　

10
月
19
日
（日）　
【
人
形
受

　

け
付
け
】
９
時
〜
11
時
、【
供

　

養
祭
】
11
時
半
〜
（
参
加
無
料
）

会
場　

Ｊ
Ａ
虹
の
ホ
ー
ル
ゆ
り

問
い
合
わ
せ
先　

ジ
ェ
イ
エ
イ
ゆ

　

り
葬
祭
セ
ン
タ
ー　

☎
27―

１

　

７
１
８

日
時　

10
月
８
日
（水）
・
30
日
（木）　

　

13
時
〜
16
時
（
遅
刻
早
退
構
い

　

ま
せ
ん
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

和
室

対
象　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
人
間

　

関
係
で
足
踏
み
し
て
い
る
人

問
い
合
わ
せ
先　

三
浦
さ
ん　

☎

　

23―

２
１
９
２
、
福
祉
支
援
課

　

☎
24―

６
３
１
５

日
時　

10
月
24
日
（金）　

10
時
〜
11

　

時
半
（
参
加
無
料
）

会
場　

本
荘
中
央
児
童
館

内
容　

煎
餅
食
べ
競
走
、マ
マ
と
運

　

ぼ
う
レ
ー
ス
、宝
さ
が
し
な
ど

対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者
（
家

　

族
）

定
員　

約
30
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
荘
中
央
児
童
館　

☎
22―

３

　

４
８
９

　

西
目
高
校
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
系
列

が
開
発
し
た
商
品
を
販
売
し
ま
す
。

日
時　

10
月
11
日
（土）　

９
時
〜
14

　

時
会
場　

西
目
高
校
正
面
玄
関
前

問
い
合
わ
せ
先　

西
目
高
校　

渡

　

部
先
生　

☎
33―

２
２
０
３

受
付
開
始　

10
月
１
日
（水）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室　

☎
24―

６
２
５

　

１

　

民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。（
予
約
不
要
）

日
時　

10
月
16
日
（木）　

10
時
〜
15

　

時
会
場　

本
荘
簡
易
裁
判
所　

２
階

　

調
停
相
談
室

内
容　

金
銭
、
土
地
建
物
、
交
通

　

事
故
、家
庭（
離
婚
・
親
子
関
係
・

　

相
続
）
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
簡
易
裁
判

　

所
内
調
停
協
会
事
務
局　

☎
22

　

―

３
９
１
６

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
昼
食
に
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
を
作

り
、
食
べ
て
、
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

10
月
14
日
（火）　

10
時
半
〜

　

15
時

会
場　

鶴
舞
会
館　

調
理
室

対
象　

こ
こ
ろ
に
問
題
を
抱
え
て

　

い
る
人

材
料
代　

３
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
11
日
（土）
ま
で
、
精
神
福
祉

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
テ
ィ
ー
カ
ッ

　

プ
」
事
務
局　

☎
０
９
０―

４

　

０
４
９―

３
１
８
１

日
時　

10
月
15
日
（水）　

９
時
40
分

　

〜
11
時
半

集
合
場
所　

本
荘
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー
〝
あ
い
あ
い
〞
玄
関
前

持
ち
物　

帽
子
、
お
む
つ
、
着
替

　

え
、
長
靴
、
水
筒
な
ど

参
加
料　

無
料

対
象　

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
親

定
員　

親
子
30
組（
申
し
込
み
順
）

内
容　

西
目
地
域
・
潟
保
地
区
の

　

り
ん
ご
園
で
も
ぎ
取
り
作
業
や

　

試
食
、
果
樹
園
内
の
散
策

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
荘
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
〝
あ
い
あ
い
〞　
☎
28―

５
５
３
５

　

全
国
か
ら
た
こ
揚
げ
名
人
と
珍

し
い
た
こ
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

日
時　

10
月
12
日
（日）　

10
時
〜
14

　

時
会
場　

本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
水
浴
場

【
子
供
の
部
を
行
い
ま
す
】

時
間　

11
時
〜
正
午
（
受
け
付
け

　

９
時
〜
）

◎
自
作
た
こ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

無
い
場
合
は
会
場
で
た
こ
を
プ

　

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
文
化
振
興

　

課　

☎
24―

６
３
４
９

日
時　

10
月
21
日
（火）　

10
時
〜
15

　

時
（
出
入
り
自
由
）

会
場　

由
利
組
合
総
合
病
院　

が

　

ん
情
報
セ
ン
タ
ー
（
１
階
新
患

　

受
け
付
け
向
か
い
）

対
象　

が
ん
患
者
さ
ん
、ご
家
族
、

　

ご
遺
族

内
容　

茶
話
会
、
医
療
社
会
福
祉

　

士
に
よ
る
相
談
会
（
11
時
〜
11

　

時
40
分
）、
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
・

　

タ
オ
ル
帽
子
の
制
作

◎
詳
細
は
由
利
組
合
総
合
病
院
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
組
合
総
合

　

病
院　

☎
27―

１
２
０
０

日
時　

10
月
18
日
（土）　

８
時
40
分

　

〜
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

商
工
会
大
内
支
所　

　
（
岩
谷
駅
内
）

参
加
料　

千
円
（
お
茶
、
昼
食
、

　

温
泉
入
浴
）

コ
ー
ス　

大
内
上
川
地
区
（
約
８

　

㌔
）、
歴
史
案
内
と
企
業
紹
介

定
員　

30
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
10
日
（金）
ま
で
、
商
工
会
大

　

内
支
所　

☎
65―

２
２
１
８
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暮らしのお知らせ

○「情報ガイド」掲載の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものです。掲載希望の際は、担当各課へご相談ください。

市
の
各
種
無
料
相
談

本
荘
調
停
協
会「
無
料
調
停
相
談
会
」

「
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　秋田を代表する「三湖伝説」をはじめ県内
外の民話を天鷺村武家屋敷で語ります。
　岩城小をはじめ、小・中学生、高校生の唄
や語りもあります。
日時・内容　
10月18日（土）　10時40分～16時40分
　前語り 、民話と民謡でつづる「創作秋田の
史記」、武家屋敷語り
10月19日（日）　９時～15時
　武家屋敷語り、由利本荘のわらべ唄、次世
代の語り、千秋楽の語り（元ＮＨＫキャス
ター  平野敬子氏）、後語り
会場　天鷺村
入場料　無料（整理券あり）
◎ＪＲ羽後亀田駅と会場をつなぐ無料送迎
　バスが出ますのでご利用ください。
18日　往：羽後亀田駅前発　10時25分・　
　12時45分、復：天鷺
　村発　16時45分
19日　復：天鷺村発　
　13時40分・15時半
問い合わせ先
　あきた民話の会事
　務局　煙山さん　
　☎０１８７－８５
　－２９３１

「第29回国民文化祭・あきた2014」

県民参加事業・あきた民話の祭典県民参加事業・あきた民話の祭典県民参加事業・あきた民話の祭典

本
荘
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

〝
あ
い
あ
い
〞「
り
ん
ご
狩
り
」

由
利
組
合
総
合
病
院

「
サ
ロ
ン
お
ひ
さ
ま
」

お
お
う
ち
散
策
も
の
が
た
り

２
０
１
４

「
日
本
の
凧
の
会
２
０
１
４
年
度

由
利
本
荘
全
国
大
会
」
開
催

あ
き
た
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
４
＠
ア
ト
リ
オ
ン

潟
保
卓
雄

「
鳥
海
山
方
位
３
６
０
度
絵
画
展
」

家
庭
医
学
講
座

「
痛
い
病
気
に
つ
い
て
」
開
催

本
荘
中
央
児
童
館

「
未
就
園
児
の
ミ
ニ
運
動
会
」

紅
葉
の
ブ
ナ
原
生
林
・
中
島
台

「
水
と
緑
の
自
然
観
察
会
」

人
形
供
養
祭
を
開
催
し
ま
す

「
ひ
な
た
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

西
目
高
校
ソ
フ
ト
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ

申し込み・問い合わせ先　市国民文化祭事務局　☎２４－６２９９　http://kokubunsai.net/

vol.7
　「ゆりほん“うめもの” フェス」では、テーマの～鳥海山が育む多彩な文化～に象
徴される特産品の試食・販売や関係資料の紹介、地元食材を使用した体験コー
ナーを設けています。「食べて・学んで・作って」由利本荘の食を感じてください。

藩政時代から受け継が
れた伝統の製法で造り
出された「みそ、しょう
ゆ」。昔ながらの風味豊
かな味を提供します。

きめ細いサシ（霜降り）
が入り、肉質が良い「秋
田由利牛」や鳥海ポー
ク、フランス鴨、ダチョウ
の肉をぜひご賞味くだ
さい。

鳥海山麓の豊かな自然
に育まれた、新鮮で色
鮮やかな「大地の恵み」
をお届けします。

多くの名水に恵まれた
本市。老舗酒造の熟練
した技、いい水、選りす
ぐりの米で醸した自慢
の酒をぜひ、一献。

北前船により三輪素麺
の技術が伝わったとい
われる本市のうどん。
地元の名水で造りあげ
たうどんは絶品です。

地元食材による「石窯ピ
ザ作り」や「そば打ち」、
「秋田由利牛」料理教
室を開催します。作る
楽しみも満喫してくだ
さい。

味噌・醤油 肉 野菜 酒 うどん 体験

開催日
（曜日）

出店
コーナー
体験
コーナー

10/4

（土）

○

10/5

（日）

○

10/11

（土）

○

石窯
ピザ

10/12

（日）

○

石窯
ピザ

10/13

（月）
祝

○

石窯
ピザ

10/19

（日）

○

そば
打ち

11/1

（土）

○

秋田
由利牛

11/2

（日）

○
出店コーナー

体験コーナー

駐車場

東駐車場

西駐車場

（創作調理室）

屋外食事広場
（ポケットパーク）

文化交流館
「カダーレ」

至：羽後本荘駅

至市役所
←

出店コーナー
開催日
と場所

会　場
案内図

出店コーナー営業時間　全日10時～15時
◎体験コーナーは申し込みが必要です。国民文化祭事務局にお問い合わせください。

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

日
時　

10
月
２
日
（木）
・
９
日
（木）
・

　

16
日
（木）　

13
時
15
分
〜
17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

日
時　

10
月
26
日
（日）　

９
時
〜
正

　

午
会
場　

市
役
所
附
属
会
館　

２
階

　

１
号
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

10
月
８
日
（水）　

９
時
半
〜

　

11
時
半

会
場　

市
役
所
第
５
会
議
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）　

９
時
〜
15
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

弁
護
士
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

日
時　

　
月
　
日
（火）　

10
時
〜
15

　

時
会
場　

市
役
所
第
５
会
議
室

21

10



   

由
利
本
荘「
フ
ォ
ト
鳥
海
」写
真
展

期
間　

10
月
2
日
㈭
〜
30
日（
木
） 

　

９
時
〜
17
時

会
場　

道
の
駅
に
し
め

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

道
の
駅
に
し
め

　

☎
33―

４
２
６
０

  

第
19
回  

ア
イ
・
ア
ー
ト
・

　
　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ
絵
画
展

日
時　

10
月
６
日
㈪
〜
９
日
㈭　

　

９
時
〜
18
時（
６
日
13
時
か
ら
、

　

９
日
17
時
ま
で
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料　

無
料

内
容　

油
彩
画
、
水
彩
画
な
ど
約

　

50
点
を
展
示
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

橋
本
さ
ん　

☎

　

22―

８
７
１
９
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暮らしのお知らせ

　
　
　
　

休
館
日

　
　
　
　

休
館
日

2
木

1
水

3
金

4
土

5
日

6
月

7
火

8
水

9
木

10
金

11
土

12
日

13
月

14
火

15
水

16
木

19
日

20
月

21
火

22
水

23
木

24
金

25
土

26
日

27
月

28
火

29
水

30
木

31
金

18
土

17
金

カ：カダーレ　☎22-2500　中：中央公民館　☎22-0900　ア：アクアパル　☎22-5611　総：市総合体育館　☎62-0500　シ：シーガル　☎33-2315○ ○ ○ ○ ○

○ア○総
○ア

　
　
　
　

休
館
日

○ア

　
　
　
　

休
館
日

○総

　
　
　
　

休
館
日

○カ
○ア

○総 ○カ○カ○ア ○総 ○カ○カ○総

11
月
の
予
定

11
月
の
予
定

InformationInformationInformation

（中）＝中央図書館、（岩）＝岩城図書館、（大）＝出羽伝承館、（由）＝由利図書館、（善）＝善隣館

〇10月の各館行事カレンダー

〇休　館　日

５
施
設
の
催
事
案
内

1
日　

国
民
文
化
祭　

獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

10
時
〜
17
時

　
　
　

国
民
文
化
祭　

科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

9
時
半
〜
15
時
半

2
日　

国
民
文
化
祭　

科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

13
時
〜
16
時

　
　
　

能
楽
講
座
「
触
れ
て
み
よ
う
能
の
世
界
」
13
時
〜

3
日　

第
56
回
本
荘
由
利
地
区
吹
奏
楽
祭

14
時
〜
16
時
半　

入
場
料
あ
り

第
52
回
本
荘
由
利
少
年
武
道
錬
成
大
会

8
時
〜
17
時

○総 ○カ ○カ○カ○総 ○カ○総○カ ○総 ○ア ○カ○カ

※

催
し
物
の
時
間
な
ど
詳
し
く
は
各
施
設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

○中○総○総 ○ア ○カ○カ○総○中

絵本の読み聞かせほか　出演：おはなしたんぽぽの会

由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか　出演：民話サークル

源氏を生んだ作品たち第七回『伊勢物語』その四　講師：鈴木 タキさん

絵本の読み聞かせほか　出演：ゆりかごの会

外国語による絵本の読み聞かせ　出演：国境なき話し手

由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか　出演：民話サークル

古本活用のため、古本・不用本を無料で差し上げます。 

絵本の読み聞かせほか　出演：すずめの巣

（中）おはなし劇場（お話室）　午前10時30分～

（由）民話紙芝居　午前10時30分～

（中）古典講話（自然科学学習室２）　午後1時30分～ 

（中）えほんでこんにちは（お話室）　午前10時30分～

（中）ヨミキカセ・ワールドワイド（お話室）午前10時30分～ 

（善）民話紙芝居　午後0時20分～午後0時50分

（由）古本お持ち帰りコーナー　午前9時～午後4時

（大）おはなしのへや　午前10時～午後3時

11日㈯

16日㈭

18日㈯

25日㈯

25日～26日

26日㈰

中央図書館

岩城図書館

14日㈫、28日㈫、、31日㈮  
6日㈪、13日㈪、14日㈫、20日㈪、27日㈪

由利図書館

出羽伝承館

13日㈪   

6日㈪、14日㈫、20日㈪、27日㈪ 

日時　10月25日（土）　午後０時55分～午後３時10分
会場　善隣館
講評　中川節子先生
内容　由利小学校図書委員会の読み聞かせ。
　　　由利小学校1～6年生の親子6組による読書感想発表。

日時　10月17日（金）　午後２時～３時
会場　カダーレ２階　研修室２
参加無料・定員先着20人まで
申し込み・問い合わせ先　中央図書館　☎ 22-4900 

「秋田の文学について知ろう」
日時　10月26日（日）　午前９時45分～午後６時45分
　　　　（出発・到着　市役所本庁）
参加料　２千円（昼食代、入館料込み）
定員　25人（先着順）
内容　西木正明・森絵都特別講演（角館交流センター）
　　　 新潮文学記念文学館企画展示「秋田にゆかりの作家パネル展」
　　　 樺細工伝承館展示「江戸に花開いた秋田の文化」
◎申し込みは10月３日（金）から、電話または図書館カウン
　ターにて受け付けます。
申し込み・問い合わせ先　中央図書館　☎ 22-4900  

日時　10月12日（日）　10時～正午（受
　け付け９時～９時半）
◎雨天の場合は10月19日に延期。
会場　大内地域三川地内　田んぼ
◎ラジコン飛行機のデモ飛行がありま
す。（９時～９時45分）
【模型飛行機制作教室】
　大会に向け、ご家族で一緒に作ってみ
ませんか。
日時　10月11日（土）　10 時～13時
会場　岩谷児童館
持ち物　昼食
参加料　５００円（機体費用）
定員　12人
申込期限　10月10日（金）
申し込み・問い合わせ先　佐藤さん　
☎090―4318―3520（15時～20 時）

第8回大内模型飛行機大会

国
民
文
化
祭
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
「
作
詞
作
曲
コ
ン
テ
ス
ト
」　

15
時
〜
19
時

第
12
回
由
利
本
荘
市
武
術
太
極
拳
協
会
交
流
会　

9
時
〜
15
時

第
62
回
児
水
会
展（
〜
2
日
）　

9
時
〜
18
時（
2
日
17
時
ま
で
）

国
民
文
化
祭
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
「
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
」　

16
時
〜
20
時
半

法
務
局
休
日
な
ん
で
も
相
談
会　

10
時
〜
15
時

第
55
回
芳
賀
光
山
剣
道
大
会　

8
時
〜
21
時

ア
イ
・
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
絵
画
展
示
会
（
〜
9
日
）

　

9
時
〜
17
時
（
6
日
13
時
か
ら
、
9
日
16
時
ま
で
）

市
社
会
福
祉
大
会　

13
時
半
〜
16
時
10
分

国
民
文
化
祭
「
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
〜
13
日
）

　
　
　
　

11
日
10
時
半
〜
17
時
、
12
日
10
時
〜
16
時
、

　
　
　
　

13
日
10
時
〜
16
時
半

ぽ
ぽ
ろ
Ｃ
Ｕ
Ｐ  for  girls

（
〜
12
日
）

　
　
　
　

8
時
〜
21
時
（
12
日
17
時
ま
で
）

第
40
回
商
工
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　
　

8
時
〜
17
時

国
民
文
化
祭　

高
橋
宏
幸
賞
「
感
想
文
」・「
感
想
画
」

　
　
　
　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
（
〜
20
日
）
9
時
〜
17
時

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
鳳
山
学
園
「
秋
の
移
動
研
修
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
時
20
分
〜
16
時
半

8
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

8
時
〜
16
時

市
芸
術
文
化
祭　

13
時
〜
15
時
半

能
楽
講
座
「
触
れ
て
み
よ
う
能
の
世
界
」　

13
時
〜

卓
球
選
手
権
大
会(

小
学
生
の
部
）　

8
時
〜
21
時

国
民
文
化
祭　

高
橋
宏
幸
賞
感
想
文
・
感
想
画

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
授
与
式　

13
時
半
〜
17
時

卓
球
選
手
権
大
会(

中
・
一
般
の
部
）　

8
時
〜
18
時

由
利
本
荘
市
民
ま
つ
り
（
〜
26
日
）

大
内
地
区
市
民
祭
（
〜
26
日
）　

9
時
〜
16
時

家
庭
医
学
講
座
「
痛
い
病
気
に
つ
い
て
」
　

13
時
〜
14
時
半

○ア

水
辺
駅
伝
競
走
大
会　

9
時
半
〜

タ
ー
講
習
＝
定
員
10
人　

11
月
５

日
㈬
・
６
日
㈭

続　

経
理
簿
記
の
基
礎
講
習
＝
定

員
10
人　

11
月
10
日
㈪
・
11
日

㈫第
一
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験
準

備
講
習
【
公
表
問
題
の
練
習
】＝

定
員
20
人　

11
月
12
日
㈬
〜
14
日

㈮イ
チ
か
ら
学
ぶ
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ

講
習
＝
定
員
10
人　

11
月
26
日

㈬
・
27
日
㈭

時
間　

９
時
〜
16
時
（
第
一
種
電 

　

気
工
事
士
技
能
試
験
準
備
講
習

　

の
み
17
時
ま
で
）

会
場　

大
曲
技
術
専
門
校

受
講
資
格　

現
在
お
勤
め
し
て
い

　

る
人
（
受
講
無
料
・
テ
キ
ス
ト

　

代
自
己
負
担
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

大

　

曲
技
術
専
門
校　

☎
０
１
８
７

　

―

６
２―

６
３
２
１

 

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会

日
時　
【
１
回
目
】
10
月
22
日
㈬

　

13
時
半
〜
16
時
半
、【
２
回
目
】 

　

11
月
11
日
㈫　

13
時
〜
17
時

会
場　

由
利
本
荘
市
商
工
会
館

定
員　

各
30
人

対
象　

中
小
企
業
の
経
営
者
な
ど

内
容　

事
業
承
継
の
概
論
、法
務
・

　

税
務
お
よ
び
個
別
相
談

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
事
業
引

　

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１

　

８―

８
８
３―

３
５
５
１

  「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

【
内
容
・
定
員
・
日
程
】

マ
ン
シ
ン
グ
セ
ン
タ
（
加
工
）＝

定
員
５
人　

11
月
５
日
㈬
・
６
日

㈭イ
チ
か
ら
学
ぶ
イ
ラ
ス
ト
レ
ー



 １日㈬ 岩城・大内 ４・７・10カ月児健診 平成25年11月、平成26年2月・5月生まれ 13:00～13:15 岩城保健センター
 ６日㈪ 本荘・西目 ２歳児歯科健診 平成24年7月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター
 ７日㈫ 全　地　域 ５歳児健康相談 平成21年9月生まれ 12:45～13:00 市民交流学習センター
 
９日㈭

  １歳６カ月児健診 平成25年1月・2月・3月生まれ 13:00～13:30 由利福祉保健センター
  岩城・大内 ２歳児歯科健診 平成24年4月・5月・6月生まれ 13:00～13:15 岩城保健センター
 21日㈫ 本荘・西目 ３歳児健診 平成23年4月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター
 23日㈭ 本荘・西目 10カ月児健診 平成25年12月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター
 28日㈫ 本荘・西目 ４カ月児健診 平成26年6月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター
 29日㈬  ４・７・10カ月児健診 平成25年12月、平成26年3月・6月生まれ 13:00～13:30 由利福祉保健センター
 30日㈭ 本荘・西目 １歳６カ月児健診 平成25年3月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

  8月7日
 市ふるさと応援大使交流会会費

   （小野副市長出席） 
6,000

  29日
 台湾鉄路管理局長ご一行の来訪に伴う歓迎会

   会費（両副市長出席5,000円×２人） 
10,000

  合　計   16,000

内科・小児科
休日応急診療所
午前10時～午後４時

10月の診療日と予定当番医師

【持ち物】保険証、お薬手帳
▷問い合わせ先…本荘由利広域休日応急
　診療所（☎24-3917）、平日は本荘保健セ
　ンター(☎22-1834）

※詳しくは、健康管理課へお問い合わせください

日    受付時間　　　　　　　　実　施　場　所　　　　　　   備　考

◆乳幼児
　健診

※母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください
※3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査をしてきてください
※本荘地域と西目地域の7カ月児健診は、個別健診となります
※お住まいの地域で受診してください
※当日受診できない場合や不明な点は、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください

10月

◆「市長の行動」報告（8月分）
　　　　　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

（受付時間：午後3時30分まで）

由利・東由利・
矢島・鳥海

献　血　　ご協力ください　　―10月献血日程―

  5日㈰  奥　山　　　俊
12日㈰  佐　藤　　　護
13日㈪  松　田　武　文
19日㈰  前　原　巳知夫
26日㈰  佐　藤　省　子

問い合わせ先
　健康管理課
　（本荘保健センター内☎22̶1834）
または各総合支所市民福祉課へ

　心も体も健やかに
家族みんなのなの

健康ノート

実施日     対象地域　　　事　　業　　名　　　　 対　　　　象　　　　者　　　   受付時間　　　　　実施場所

◆市長交際費の報告

（１）　弔　事   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
件　　　数

合　計
支出額

支出額

３　件 60,000

（２）　会費等   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

支出日 支　　出　　内　　容

○代：代理出席

由利・東由利・
矢島・鳥海
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副市長交際費執行状況
支出額支出日 支　　出　　内　　容

   矢島総合支所建設工事 起工式並びに安全祈願祭
 26日㈫  鳥海山・飛島ジオパーク構想推進協議会設立準備会
   （にかほ市）
 

29日㈮

  市戦没者追悼式
   市戦没者遺族地方大会
   県後期高齢者医療広域連合議会 全員協議会（秋田市）
   台湾鉄路管理局長ご一行の来訪に伴う歓迎会
 
30日㈯ 

 子吉川写真展 視察
   笹子地区行政協力員連絡協議会 行政懇談会・懇親会

  10:00～11:20 マルハン由利本荘店
９日㈭  13:00～14:00 由利地域振興局 全血献血 
  15:00～16:00 佐藤病院 

11日㈯
  10:00～11:45 

秋田県立大学本荘キャンパス 全血献血
  13:00～15:45  

13日㈪
  10:00～11:45 

道の駅にしめ 全血献血
  13:00～15:45  

26日㈰
  10:00～11:45 

B&G由利海洋センター 全血献血
  13:00～15:45

28日㈫
  13:40～14:45 山科建設㈱ 

全血献血
  15:30～16:15 矢島総合支所

受けよう
10／19（日）検診実施
受け付け : 午前７時～９時
会　　場 : 本荘保健センター
■問い合わせ先　健康管理課　☎２２－１８３４

がん検診！がん検診！がん検診！

平日時間がとれない方や、受け忘れた方、ぜひ受診してください！

申し込み不要

※胃がん検診を受けられる方は、前日の夕食を午後 8時までに済ませ、それ以降は
　飲食しないようにしてください（ただし、就寝前までは水は飲んでもかまいません）
※生活保護世帯は緊急時医療依頼証の提示で自己負担額が無料になります

胸部総合 胃がん 大腸がん
対象年齢

70歳以上：200 円

検診方法

料　　金

40歳以上 30歳以上 30歳以上

胸部レントゲン 胃部レントゲン
（バリウム検査） 便潜血検査（２日法）

無料 30～69歳：1300円 30～69歳：500円
※喀痰検査が必要な
　場合 500 円

70歳以上：600 円

ばら園視察にて（５日）

   市農業委員会総会懇親会会費 5,000
 8月 1日 市観光大使　加藤夏希氏表敬訪問時特産品
   お土産 

3,760

  3日
 子吉川鮎釣り大会鮎まつり納涼会会費

   （○代 矢島総合支所長） 
3,000

  4日 市土地改良区合併設立委員会情報交換会会費 4,000
  5日 市・由利本荘歯科医師会懇話会会費 2,000
  7日 市ふるさと応援大使交流会会費 6,000
 7日～8日 企業訪問時特産品お土産 8,760
  8日 秋田県米価対策共闘会議へ協力金 10,000
  9日 佐々木弘氏瑞宝双光章受章を祝う会会費 6,000

  15日
 東京地区大内会創立50周年記念昼食会会費

   （○代 企業管理者） 
3,000

  22日
 本荘由利地区労働福祉協議会ビアパーティー

   （○代 小野副市長） 
3,000

  23日

 韓国梁山青年会議所　訪問団歓迎レセプショ
   ン会費（○代 小野副市長） 

5,000

   秋田プリマ食品納涼祭へ寸志
   （○代 ：商工観光部長） 

3,450

   松ヶ崎地区地域懇談会懇親会へ寸志 3,480
  24日 韓国梁山青年会議所歓迎レセプションへ特産
   品お土産（○代 小野副市長） 

2,787

  26日
 由利地域観光振興会　新潟県旅行業協会との

   交流懇談会参加費（○代 商工観光部長） 
5,000

  28日 企業訪問時特産品お土産 2,975
   台湾鉄路管理局長ご一行の来訪に伴う歓迎会
  29日 会費 

5,000

   台湾鉄路管理局来市時特産品お土産 22,142

  30日
 笹子地区行政協力員連絡協議会行政懇談会

   懇親会へ寸志 
5,220

 合　計   109,574

開催日　10月22日㈬
会　場　鶴舞温泉中広間
内　容　健康相談・血圧測定（午前9時30分～10時）
　　　　ピンピンコロリと生きましょう！
　　　　　　　　　　　　　　（午前10時～11時）
参加費　無料
申し込み　不要
　※タオルをお持ちください。
問い合わせ先　健康管理課　☎22－1834

～どなたでもお気軽においでください～

　臨床心理士による「こころの相談日」を開催します。
開 催 日　10月22日㈬
相談時間　午前10時～10時45分
　　　　　午前11時～11時45分
　　　　　午後１時30分～２時15分
会　　場　本荘保健センター
　※１人45分の相談時間となります
　※相談は予約制で1日３人までとします
申し込み・問い合わせ先
　10月14日㈫まで　健康管理課☎22－1834

『湯ったりほのぼの教室』『湯ったりほのぼの教室』『湯ったりほのぼの教室』

日 　  医　　師　　名

  
１日㈮

 市行政改革推進本部会議
   市農業委員会 改選後初総会・懇親会
  ２日㈯ 本荘川まつり花火大会 安全祈願祭・あいさつ
   五役・部長・支所長会議
  ４日㈪ 由利高原鉄道㈱取締役会
   市土地改良区合併設立委員会・情報交換会
   本荘清掃センター基幹改良工事 現場視察
  ５日㈫ ばら園（本荘地域）視察
   市・由利本荘歯科医師会 懇話会
  ６日㈬ 市交通安全市民大会
  

７日㈭
 市ふるさと応援大使 委嘱状交付式・情報交換会・

   交流会（東京都）
  ９日㈯ 佐々木弘氏 瑞宝双光章受章を祝う会
  18日㈪ 五役会議
  19日㈫ 本荘由利広域市町村圏組合議会臨時会
  21日㈭ あきたリッチセミナー in OSAKA（大阪市）
  22日㈮ 国民文化祭市実行委員会総会
  24日㈰ 松ヶ崎地区地域懇談会・懇親会
  

25日㈪
 定例記者会見

   小友財産区管理会



三浦　喜一さん

三浦　　勣さん

柏倉　孝雄さん

阿部　直紀さん

佐々木冨二さん

伊藤　龍一さん

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう 〈9月1日～15日受け付け分〉 どうぞ やすらかにどうぞ やすらかにどうぞ やすらかに 〈9月1日～15日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。
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畑山　キミさん

作左部喜良さん

工藤　典應さん

佐藤　　弘さん

佐藤チヨヱさん

佐々木健之助さん

（本田仲町・86歳）

（石脇・66歳）

（宮内・61歳）

（矢島町七日町・76歳）

（矢島町城内・101 歳）

（矢島町川辺・80歳）

（矢島町木在・78歳）

（岩城内道川・75歳）

（前郷・74歳）

（陳ケ森・67歳）

（岩谷町・85歳）

（小栗山・77歳）

打川　文治さん

武田　歌子さん

伊藤　正孝さん

阿部　セツさん

小柳　エイさん

髙野カネヨさん

（中田代・85歳）

（岩谷町・93歳）

（岩谷町・65歳）

（小栗山・90歳）

（中田代・84歳）

（岩谷町・84歳）

鈴木　重治さん

佐々木倉子さん

齋藤イサミさん

佐藤　正次さん

佐藤　正男さん

佐々木和男さん

（東由利舘合・65歳）

（東由利宿・81歳）

（西目町西目・93歳）

（西目町沼田・67歳）

（西目町沼田・74歳）

（西目町沼田・79歳）

矢作キヨ子さん

佐藤　フミさん

佐藤　五八さん

髙橋サクノさん

（西目町西目・85歳）

（鳥海町上川内・86歳）

（鳥海町上川内・91歳）

（鳥海町下笹子・88歳）

髙橋　一三さん

新田　勝晴さん

田口タカヨさん

三浦　浩一さん

髙島　禮子さん

齋藤トキヨさん

（石脇・88歳）

（一番堰・65歳）

（砂糖畑・91歳）

（薬師堂・53歳）

（大鍬町・74歳）

（古雪町・96歳）

山内千香子さん

齋藤　サヱさん

今野　　弘さん

齋藤　澄男さん

神田　敏昭さん

須田　正雄さん

（西梵天・18歳）

（鶴沼・88歳）

（藤崎・91歳）

（石脇・55歳）

（薬師堂・64歳）

（大鍬町・81歳）

戸澤　　澪ちゃん（佑介さん）薬師堂

岡見　紗英ちゃん（達朗さん）石脇

佐藤　　陽ちゃん（ 伸 さん）石脇

髙橋　実夢ちゃん（茂臣さん）東梵天

大城　昊子ちゃん（猪久馬さん）裏尾崎町

伊東　湊翔ちゃん（光貴さん）石脇

　　みお

さ　え

　　はる

み　ゆ

こうこ

みなと

谷口　遥斗ちゃん（啓介さん）本田仲町

佐藤　優斗ちゃん（善嗣さん）石脇

伊藤　友菜ちゃん（健二さん）矢島町七日町

金子　煌生ちゃん（剛之さん）岩谷町

小松　美葵ちゃん（聖嗣さん）東由利田代

釜台　幸花ちゃん（幸司さん）西目町出戸

はると

ゆうと

ゆうな

こうき

み　き

こはな

お
た
よ
り
よ
り

お
た
よ
り
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〈正六位・瑞宝双光章〉……………
　故　宮 澤　 隆 さん
　　　（石脇・８月20日逝去・78歳）

　　元　道川小学校長

　市では、肺炎球菌による肺炎などの感染症の予防や
重症化を防ぐことを目的に、高齢者肺炎球菌予防接種
の助成事業を開始します。対象となる方には、10月上旬
に案内通知書を郵送します。

【対象者】市内に住所があり、接種日に①または②に該
　　　　当する方
　①平成26年度末時点で65歳、70歳、75歳、80歳、85
　　歳、90歳、95歳、100歳の方および101歳以上の方
　②接種日に満60～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器など
　　の機能に障がいのある方（身体障害者1級程度）
【期間】10月1日～平成 27年 3月31日
【自己負担額】　　※接種医療機関により異なります
　　医療機関が定める接種料金から市助成額（3,000
　円）を差し引いた金額（生活保護世帯者は無料）
【その他】
　　10月以降に由利本荘市へ転入した方には案内通
　知書が届きません。
　　接種を希望する場合は、お手数ですが健康管理課
　へご連絡ください。
【問い合わせ先】　健康管理課　☎22-1834

高齢者肺炎球菌予防接種を受けましょう。

　平成26年10月1日から、水痘（みずぼうそう）ワクチン
が定期予防接種に導入されます。

【接種方法】
　医療機関での個別接種になります。

【水痘ワクチン接種スケジュール】
　①1歳～3歳未満の方（2回接種）

　②3歳～5歳未満の方（1回接種）
　　平成26年度限りの経過措置として1回接種

【注意事項】
●すでに任意（有料）で以下の決められた回数の接種が
　完了している方は、接種する必要はありません。
　　　・1歳～3歳未満：2回（接種間隔3月以上）
　　　・3歳～5歳未満：1回
●水痘にかかったことのある方は、水痘に対する免疫を
　もっていると考えられるため、接種する必要はありま
　せん。
●標準的接種期間・間隔で接種できない方については、
　法律上の接種期間・間隔内であれば無料で接種できま
　す。
●接種に必要な予診票は個別に郵送しています。
【問い合わせ先】　健康管理課　☎22-1834

水痘予防接種の定期化について水痘予防接種の定期化について

1歳～3歳未満の期
間に3月以上の間隔
で2回接種
 

回数 標準的接種期間・間隔 法律上の接種期間・
間隔

1回目

2回目 1回目終了後6～12月
の間隔で1回接種

生後12～15カ月未満
の期間に1回接種

幼児（4才）～大人まで

お気軽にお問い
合わせ下さい。

見学 &体験

☎090-3124-5619
Mail:awa2.yuki@gmail.com

主宰 佐々木 ゆ き谷地町 87  丸〆書店内 ☎22-0127

本荘バレエスタジオ本荘バレエスタジオ
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